
昭和電工株式会社

2010年12月期 決算説明資料
2011年2月9日決算発表

本資料の業績予想は発表日現在において入手可能な情報及び将来の業績に影
響を与える不確実な要因に係る発表日現在における仮定を前提としています。実
際の業績は、今後、市況や為替レートの変動などを含む様々な要因によって大き
く異なる結果となる可能性があります。

進化する進化する個性派個性派化学化学

執行役員 CFO

酒井 仁和



 連結子会社 40社：△1社 昭和高分子㈱（合併、石油化学セグメント）

 持分法適用会社 17社：△1社 クリスタルスペシャリティーズ

(清算、電子・情報セグメント）

主要諸元 （期中平均）

連結対象会社（前期末対比）

2009年
通期

2010年
通期

増 減

10-12月 10-12月 10-12月

為替レート

（円/US$）
93.6 89.7 87.8 82.6 5.8円高 7.1円高

国産ナフサ

（円/KL）
36,000 42,500 46,300 45,100 10,300 2,600

アルミ地金

LME（US$/T）
1,699 2,037 2,199 2,368 500 331

※09年12月31日期末レート92.1円 10年12月31日期末レート81.5円

⇒ 10.6円円高
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2009年 2010年 増減

売上高 6,782 7,972 1,190
営業利益 △50 387 437
営業外損益 △173 △83 91

金融収支
持分法による投資損益
為替差損
操業短縮損失
その他

△56
△12
△4

△53
△49

△44
12

△22
△1

△27

12
24

△18
51
23

経常利益 △223 305 528
特別利益 66 49 △17
特別損失 △284 △156 128
税金等調整前当期純利益 △441 198 639
法人税等 70 △ 48 △118
少数株主損益 △9 △23 △14
当期純利益 △380 127 507
１株当たり当期純利益 △29円44銭 8円49銭 37円93銭

連結業績の概要 (億円)

－3円（予定）3円１株当たり期末配当金
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特別損益の内訳

2009年 2010年 増減

特別利益 66 49 △17
投資有価証券売却益

補助金収入

その他

48
－

19

1
35
13

△47
35

△6

特別損失 △284 △156 128
固定資産除売却損

減損損失

たな卸資産評価損

特別退職金

事業構造改善引当金繰入額

その他

△29
△132
△55
△32
△2

△34

△34
△46

－

△4
－

△72

△6
86
55
28
2

△38

特別損益 △218 △107 111

（億円)
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セグメント別業績の概要

1,688

537

1,278

919

1,818

753

1,764

899

2,360

2,737

01,0002,0003,0004,000

△42

36

4

80

93

93

36

49

△98

△30

146

△30

△150 △100 △50 0 50 100 150 200

＜売上高＞ ＜営業利益＞

石油化学

化学品

電子･情報

無機

アルミニウム他

共通・本部

2009年

2010年

(億円)(億円)



昭和電工㈱2010年12月期 決算説明資料 6

2009年 2010年 増減 項目

石油化学 2,360 2,737 377 オレフィン：増収（定修により数量減なるも価格上昇）
有機：前期並み（酢エチは大分への生産統合による数量減）

化学品 919 899 △20
AN：増収（数量増、価格上昇）
クロロプレンゴム、アンモニア：増収（数量増）
炭酸ガス・ドライアイス：減収（昭和炭酸等2社が前年6月

決算期変更）

電子･情報 1,278 1,764 486 HD、化合物半導体、特殊ガス：増収（数量増）
レアアース：増収（数量増、価格上昇）

無機 537 753 216 セラミックス：増収（数量増）
電極：増収（日米共に数量増）

アルミニウム
他

1,688 1,818 130

圧延品：増収（コンデンサー用高純度箔数量増）
押出・機能材：小幅減収（LBP用アルミシリンダー数量増、

前年下期に建材向け汎用押出
事業から撤退）

熱交換器：増収（欧州減収、国内・米国・中国・タイ増収）
ショウティック：増収（自動車向け数量増）
アルミ缶：増収（数量増）

合計 6,782 7,972 1,190

連結売上高差異内訳
(億円)
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2009年 2010年 増減 項目

石油化学 80 49 △31 オレフィン：減益（定修により数量減）
有機：増益（酢エチは大分への生産統合による合理化効果）

化学品 4 36 32 AN：増益（数量増、価格上昇）
工業ガス：増益（数量増）

電子･情報 △98 146 244 HD、化合物半導体、特殊ガス：増益（数量増）
レアアース：増益（数量増、価格上昇）

無機 36 93 57 セラミックス：増益（数量増）
電極：増益（日米共に数量増）

アルミニウム
他

△42 93 135

圧延品：増益（コンデンサー用高純度箔数量増）
押出・機能材：増益（LBP用アルミシリンダー等数量増、

前年下期の建材向け汎用押出事業から
撤退による採算改善）

熱交換器：増益（全拠点増益）
ショウティック：増益（自動車向け数量増）
アルミ缶：増益（数量増）

共通・本部 △30 △30 0
合計 △50 387 437

連結営業利益差異内訳
(億円)



昭和電工㈱2010年12月期 決算説明資料 8

連結営業利益差異分析
（億円）

△ 50

△20 △153

387
458

153

△ 100
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’09年 数量要因 価格要因 コストダウン その他 ’10年
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資産 2009年
12月末

2010年
12月末

増減 負債・純資産 2009年
12月末

2010年
12月末

増減

現預金 625 436 △189 営業債務 1,166 1,142 △23

営業債権 1,476 1,356 △120 有利子負債 3,739 3,510 △229

たな卸資産 923 1,007 83 再評価に係る繰延税金負債 459 458 △1

繰延税金資産 46 33 △13 退職給付引当金 271 263 △8

その他 256 290 34 その他 1,081 1,021 △60

流動資産計 3,327 3,122 △205 負債計 6,716 6,395 △321

建物・構築物 911 878 △33 資本金 1,406 1,406 －

機械装置・運搬具 1,348 1,427 79 資本剰余金 622 622 △0

土地 2,558 2,552 △6 利益剰余金 293 369 76

他有形固定資産 226 142 △84 自己株式 △2 △2 △0

有形固定資産計 5,043 4,998 △44 株主資本計 2,319 2,395 76

無形固定資産 136 122 △14 その他有価証券評価差額金 26 △37 △63

投資その他の資産 1,078 1,003 △75 繰延ヘッジ損益・為替換算調整勘定 △122 △165 △43

(内、投資有価証券) 651 588 △63 土地再評価差額金 218 224 6

(内、繰延税金資産) 277 275 △2 評価・換算差額等計 122 21 △101

少数株主持分 426 433 7

固定資産計 6,257 6,123 △134 純資産計 2,867 2,850 △18

資産合計 9,583 9,245 △338 負債・純資産合計 9,583 9,245 △338

連結貸借対照表
(億円)
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総資産・有利子負債・D/Eレシオ・自己資本比率

総資産 9,583億円 9,245億円 △338億円

有利子負債 3,739億円 3,510億円 △229億円

 D/Eレシオ 1.30倍 1.23倍 0.07p減

自己資本比率 25.5% 26.1% 0.6p増

2009年末 2010年末 増減
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4,488
4,332

3,956

3,739

3,510

3,929

2.17

1.63

1.32
1.48

1.231.30

3,000

3,500

4,000

4,500

5,000

5,500

2005年 2006年 2007年 2008年 2009年 2010年

D/Eレシオ

連結有利子負債の推移

自己資本比率 21.0％ 22.7％ 26.9％ 25.0％ 25.5％ 26.1％

（億円）
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2009年 2010年
10－09年

増減

2011年

予想

11－10年

増減

営業ｷｬｯｼｭ･ﾌﾛｰ 198 663 464 680 17

投資ｷｬｯｼｭ･ﾌﾛｰ △266 △491 △225 △560 △69

ﾌﾘｰ・ｷｬｯｼｭ・ﾌﾛｰ △67 172 240 120 △52

財務ｷｬｯｼｭ･ﾌﾛｰ 284 △345 △629 △57 288
その他 △1 △18 △17 0 18

現預金増減額 216 △190 △406 63 253

連結キャッシュ・フロー
(億円)
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連結総人員の推移と国内海外人員割合

（人）

5,304 5,510 5,115 5,4964,933

6,251 6,025 6,246 6,449 6,101

'06 '07 '08 '09 '10

11,329 11,564

国内割合 55.9％ 53.2％ 53.1％ 55.8% 52.6%

海外割合 44.1％ 46.8％ 46.9％ 44.2% 47.4%

11,184

5,000

10,000

11,756

国内

海外

11,597
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2009年 2010年 増減

設備投資 減価償却 設備投資 減価償却 設備投資 減価償却

石油化学 45 70 216 81 171 11

化学品 67 82 62 75 △5 △7

電子・情報 146 257 225 232 79 △25

無機 34 37 25 32 △8 △4

アルミニウム他 95 98 52 89 △43 △9

全社計 387 544 580 509 194 △35

セグメント別設備投資・減価償却
(億円)
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683361133030その他

2010年※ 2011年予想 増減予想

設備投資 減価償却 設備投資 減価償却 設備投資 減価償却

石油化学 196 64 41 72 △156 8

化学品 77 98 122 97 45 △1

エレクトロニクス 197 210 210 223 13 13

無機 36 34 62 36 27 2

アルミニウム 44 73 81 69 36 △5

全社計 580 509 628 533 48 24

(億円)

セグメント別設備投資・減価償却予想

※本表における2010年実績は、ご参考としてマネジメント・アプローチ適用後の新セグメントに対応するように組み替えて表示して

おります。
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2009年 2010年 増減
2011年

予想
増減

為替レート
（円/US$)

94 88 6円高 85 3円高

国産ナフサ
（円/KL）

36,000 46,300 10,300 48,800 2,500

アルミ地金ＬＭＥ
（US$/T）

1,699 2,199 500 2,250 51

有利子負債（億円） 3,739 3,510 △229 3,600 90

金融収支（億円） △56 △44 12 △48 △4

研究開発費（億円） 207 207 △1 229 22

期末従業員（人） 11,564 11,597 33 10,150 △1,447

総人件費（億円） 727 717 △10 760 43
(注）連結ベースの数字で記載しております。

主要諸元
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△49049特別利益

5円54銭14円03銭8円49銭1株当たり当期純利益

2010年実績 2011年予想 増減

売上高 7,972 8,700 728
営業利益 387 450 63

営業外損益 △83 △70 13

経常利益 305 380 75

特別損失 △156 △100 56

当期純利益 127 210 83

1株当たり配当金 3円(予定) 3円 －

(億円)
連結業績予想
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2011年12月期より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」を適用し、従来の5つの
セグメントから6つのセグメントに変更いたしました。
（2010年実績は、ご参考として新セグメントに対応するように組み替えると下表の通りとなります。）

営業利益
合計

387

売上高

2,737

営業利益

売上高 1,818

売上高

営業利益

売上高

営業利益

売上高

営業利益

売上高

営業利益

売上高

93

－

△ 30

7,972

石油化学

化学品

電子・情報

営業利益

無機

アルミニウム他

共通・本部

49

899

36

1,764

146

753

93

旧セグメント
（マネジメント・アプローチ

適用前）

売上高

1,301
85

1,541
20

△ 461
調整額

△ 48
7,972

387

新セグメント
（マネジメント・アプローチ

適用後）

1,336
56

101

1,480
149
780

売上高

営業利益

1,996
23

石油化学

営業利益

無機
売上高

営業利益

売上高

営業利益

売上高

化学品

エレクトロニクス

アルミニウム
売上高

営業利益

その他
売上高

営業利益

営業利益

合計
売上高

営業利益

2010年12月期 セグメント別売上高・営業利益
(億円)(億円)

（ご参考）セグメント区分の見直し（マネジメント・アプローチの適用）



オレフィン、有機化学品

（旧）昭和高分子㈱

化学品
（AN、クロロプレンゴム、アンモニア、工業ガス 等）

ハードディスク

化合物半導体

レアアース磁石合金

半導体向け特殊ガス

その他 ファインセラミックス

先端電池材料

セラミックス

黒鉛電極

圧延品 （コンデンサー用高純度箔）

押出・機能材 （LBP用アルミニウムシリンダー）

ショウティック

熱交換器

アルミニウム缶

卸電力（IPP）

昭和電工パッケージング㈱

昭光通商㈱（全セグメントへの配賦）

そ の 他

アルミニウム他

ア ル ミ ニ ウ ム

無機

石油化学

無 機

化学品

電子・情報

石 油 化 学

化 学 品

エレクトロニクス
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（ご参考）セグメント区分の見直し（マネジメント・アプローチの適用）

【 旧セグメント 】 【 新セグメント 】
主な変更点
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11△450△461調整額

△411,5001,541その他

2010年実績※ 2011年予想 増減 コメント

石油化学 1,996 2,400 404 オレフィン：定修差で数量増

化学品 1,336 1,350 14

エレクトロニクス 1,480 1,800 320
HD：増設効果が寄与

LED：数量増

レアアース：価格上昇

無機 780 900 120 セラミックス、電極：数量増

アルミニウム 1,301 1,200 △101 自動車空調用熱交換器：
下期合弁会社へ事業移管

合計 7,972 8,700 728

セグメント別連結売上高予想
(億円)

※本表における2010年実績は、ご参考としてマネジメント・アプローチ適用後の新セグメントに対応するように組み替えて表示して

おります。
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Ｒ＆Ｄ費用増加△32△80△48調整額

△101020その他

2010年実績※ 2011年予想 増減 コメント

石油化学 23 50 27 オレフィン：定修差で数量増

化学品 56 70 14 クロロプレンゴム：スプレッド 改善

特殊ガス：数量増

エレクトロニクス 149 230 81
HD：増設効果が寄与

LED：数量増

レアアース：前年上期比
スプレッド改善

無機 101 100 △1 電極：数量増だが上期スプレッド
弱く、円高もあり前期並み

アルミニウム 85 70 △15 自動車空調用熱交換器：
下期合弁会社へ事業移管

合計 387 450 63

(億円)
セグメント別連結営業利益予想

※本表における2010年実績は、ご参考としてマネジメント・アプローチ適用後の新セグメントに対応するように組み替えて表示して
おります。
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セグメント別業績予想の概要

△ 461

1,541

1,301

780

1,480

1,336

1,996

△ 450

1,500

1,200

900

1,800

1,350

2,400

△ 1,00001,0002,0003,000

20

85

149

56

23

10

70

100

230

70

50

101

△48

△80

△ 100 △ 50 0 50 100 150 200 250 300

＜売上高＞ ＜営業利益＞

石油化学

化学品

エレクトロニクス

無機

アルミニウム

その他

2010年※ (億円)(億円)
2011年予想

※本表における2010年実績は、ご参考としてマネジメント・アプローチ適用後の新セグメントに対応するように組み替えて表示して
おります。

調整額



昭和電工㈱2010年12月期 決算説明資料 23

2009年10‐12月 2010年10‐12月 増減

売上高 2,062 2,128 66
営業利益 112 112 0
営業外損益

内、金融収支
内、持分法損益
内、為替差損益

△18
△14

1
1

△23
△10

2
△8

△5
4
1

△9
経常利益 94 89 △5
特別利益 46 19 △27
特別損失 △82 △57 25
税金等調整前四半期純利益 59 51 △8
法人税等 37 △14 △51
少数株主損益 △6 △4 2
四半期純利益 90 33 △57

（ご参考）連結業績の概要（4Q前年同期対比）

(億円)
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2009年
10‐12月

2010年
10‐12月

増減 項目

石油化学 726 757 31 オレフィン：増収（価格上昇）
有機：減収（酢エチは大分への生産統合による数量減）

化学品 233 238 6
AN:増収（数量増、価格上昇）
アンモニア：増収（数量増）
工業ガス：減収（酸素・窒素は前年同期並み、

前期に代替フロン撤退）

電子･情報 462 493 31 HD、化合物半導体、特殊ガス：増収（数量増）
レアアース：増収（数量増、価格上昇）

無機 174 185 11 セラミックス：増収（数量増）
電極：米国は前年同期並み、日本は減収（円高）

アルミニウム
他

468 455 △13

圧延品：増収（コンデンサー用高純度箔の数量増）
押出・機能材：減収（LBP用アルミシリンダー数量減、

前年下期に建材向け汎用押出品 事業
から撤退）

熱交換器：減収（国内・米国・欧州は減収、中国・タイは増収）
ショウティック：増収（数量増）
アルミ缶：前年同期並み

合計 2,062 2,128 66

（ご参考）連結売上高差異内訳（4Q前年同期対比）

(億円)
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2009年
10‐12月

2010年
10‐12月

増減 項目

石油化学 22 22 0 オレフィン：増益（価格上昇）
有機：前年同期並み

化学品 9 11 2 AN：増益（数量増、価格上昇）
アンモニア：減益（原料価格上昇）

電子･情報 45 45 0
HD：小幅減益（円高）
化合物半導体：増益（数量増）
特殊ガス：前年同期並み
レアアース：増益（数量増、価格上昇）

無機 28 25 △4 セラミックス：増益（数量増）
電極：減益（円高）

アルミニウム
他

17 20 3

圧延品：小幅増益（コンデンサー用高純度箔数量増）
押出・機能材：増益（建材向け汎用押出品事業撤退による

採算改善）
熱交換器：前年同期並み
ショウティック：小幅減益（原料高）
アルミ缶：減益（原料高）

共通・本部 △10 △11 △1
合計 112 112 0

(億円)

（ご参考）連結営業利益差異内訳（4Q前年同期対比）
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2010年7‐9月 2010年10‐12月 増減

売上高 2,003 2,128 126
営業利益 98 112 14
営業外損益

内、金融収支
内、持分法損益
内、為替差損益

△23
△13

3
△9

△23
△10

2
△8

△0
3

△1
0

経常利益 75 89 14
特別利益 1 19 18
特別損失 △38 △57 △19
税金等調整前四半期純利益 39 51 13
法人税等 △15 △14 1
少数株主損益 △6 △4 2
四半期純利益 17 33 16

（ご参考）連結業績の概要（10年3Q ,4Q対比）

(億円)
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2010年
7‐9月

2010年
10‐12月

増減 項目

石油化学 715 757 42 オレフィン：増収（価格上昇）
有機：増収（酢ビ等数量増）

化学品 215 238 23 AN：増収（定修差による数量増）
クロロプレンゴム：増収（同上数量増、価格上昇）

電子･情報 403 493 90
HD、特殊ガス：増収（数量増）
化合物半導体：減収（数量減）
レアアース：増収（価格上昇）

無機 197 185 △12 セラミックス：前四半期並み
電極：減収（数量減）

アルミニウム
他

472 455 △17

圧延品：前四半期並み
押出・機能材：減収（LBP用アルミシリンダー数量減）
熱交換器：減収 （国内・米国は減収、欧州は増収、

中国・タイは前四半期並み）
ショウティック：減収（数量減）
アルミ缶：減収（数量減）

合計 2,003 2,128 126

（ご参考）連結売上高差異内訳（10年3Q ,4Q対比）
(億円)
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2010年
7‐9月

2010年
10‐12月

増減 項目

石油化学 11 22 11 オレフィン：増益（原料受払差改善）
有機：増益（酢ビ等数量増）

化学品 4 11 7 AN、クロロプレンゴム：増益（定修差による数量増）

電子･情報 33 45 12
HD、特殊ガス：増益（数量増）
レアアース：前四半期並み
化合物半導体：減益（数量減）

無機 31 25 △7 セラミックス、電極：減益（数量減）

アルミニウム
他

27 20 △7

圧延品：減益（低圧箔が小幅数量減）
押出・機能材：減益（LBP用アルミシリンダー数量減）

熱交換器：減益（国内はエコインセンティブ切れを受け数量減、
米国・欧州は僅かに減益、中国は増益）

ショウティック：減益（数量減）
アルミ缶：減益（季節要因）

共通・本部 △9 △11 △2
合計 98 112 14

(億円)

（ご参考）連結営業利益差異内訳（10年3Q,4Q対比）
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セグメント別トピックス
全社施策
新中期経営計画「ＰＥＧＡＳＵＳ（ペガサス）」を策定

 2011年１月から中期経営計画「ＰＥＧＡＳＵＳ（ペガサス）」（2011～2015年）を始動。

【新ドメイン】
｢エネルギー・環境｣と｢情報・電子｣の２つの事業ドメインを設定し、当社固有かつ優位性のある
技術をベースに、先進・先端技術領域をリードする部材・素材・ソリューションを提供し、豊かさと
持続性が調和する社会の創造に貢献する。

【事業ポートフォリオ】
各事業を「基盤（成長）」、「基盤（安定）」、「成長・育成」の３つに区分し、グローバル競争力のあ
る事業に集中して経営資源を配分する成長戦略を遂行する。特に主力事業と位置づけたハード
ディスクと黒鉛電極に対しては、生産能力の増強も含め積極的な拡大戦略をとると同時に、収益、
キャッシュ・フロー創出の柱とする。

日本政策投資銀行より最高ランクの環境格付けを取得

 2010年７月30日に㈱日本政策投資銀行の環境経営度審査において、最高ランクの格付けを
取得し、「ＤＢＪ環境格付」融資を受けた。超高輝度ＬＥＤやカーボンナノチューブ「ＶＧＣＦ®」などの
開発品が社会の持続的発展に対し貢献が期待できること、ナフサ分解炉更新による温室効果
ガス排出量の大幅な削減等の地球環境温暖化対策の実行など、諸々の取り組みについて評価
を受けた。
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セグメント別トピックス

石油化学セグメント

大分コンビナートエチレン設備 最新鋭分解炉への設備改造工事を実施

既存分解炉のうち７基の廃棄および最新鋭高効率分解炉（エチレン年産10万トン×２基）
への更新を中心とするエチレン設備改造工事を実施し、2010年５月より稼動させた。
本工事によりエネルギー効率を国内トップクラスに引き上げると共に、二酸化炭素排出量
を年間約６万トン削減する。

環境対応溶剤 酢酸ノルマルプロピルの本格生産を開始

 2010年２月より大分コンビナートにおいて特殊グラビア印刷用インキ溶剤として使用され
る酢酸ノルマルプロピルの生産を開始。酢酸ノルマルプロピルは、既存の溶剤に比較して
環境に対する負荷が小さくかつ安全性が高く、今後の需要の伸びが期待される。

ディスプレー向け耐熱・透明フィルムのパイロット設備建設を決定

 ディスプレー向け耐熱・透明フィルムのパイロット設備を大分コンビナート内に建設し、
2011年6月に稼動開始予定。本製品は、高い透明性・耐熱性といった特長を有し、本格的
な事業化を早急に進め、タッチパネルや液晶等のディスプレー分野のみならず高機能が
求められる光学フィルム分野への展開を図る。
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化学品セグメント
塗料・コーティング、接着剤向け機能性モノマー事業を拡大強化

 チオール系樹脂硬化促進材料「カレンズＭＴ
®
ＰＥ1」の製造設備を川崎事業所に建設し、

2011年央より稼動予定。本製品はエポキシ樹脂等に添加すると、樹脂の硬化性を格段
に向上させ、接着性や伸びなどの樹脂の性質が改善されることから、建設・船舶等の
塗料・コーティング、接着剤向け販売増が期待される。既にエレクトロニクス分野向けに
機能性モノマー「カレンズ

®
」シリーズを販売しており、「カレンズＭＴ®ＰＥ1」の提供を通じ、

建設・船舶等の分野向けに用途拡大により機能性モノマー事業を拡大強化する。

化学品パーソナルケア事業を強化

 スキンケア化粧品向け材料、毛髪のカーリング剤向け材料、医療機器や外用剤基材向

け医療関連材料の事業強化のため、2011年１月にこれらの事業を「パーソナルケア事

業」と位置付け本事業に関わる販売・研究開発機能をそれぞれ一元化。

セグメント別トピックス
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セグメント別トピックス

電子・情報セグメント
ハードディスク生産設備の能力を増強

 ハードディスクドライブ（ＨＤＤ）の需要が、PC、サーバー、デジタル家電などへの用途拡大に
より中期的に拡大が見込まれることから、子会社「昭和電工HDシンガポール」において新製造
ラインを設置するなど生産能力月産500万枚の増強を決定。投資額は合計155億円を見込む。
これにより全生産拠点合計のハードディスク生産能力は、2010年6月末の月産2,200万枚から
2011年6月末までに同2,700万枚へ段階的に引き上げる。今後もHDDの需要拡大に応じ生産能
力増強を検討する。

レアアース磁石合金原料の生産工場をベトナムに竣工

 子会社「昭和電工レアアースベトナム」において、急速な事業拡大が見込まれる高性能ネオジ
ム系磁石合金の原料となるジジムメタルおよびジスプロシウムメタルの生産設備を完成させ、
2010年５月より年産800トン規模で生産を開始。ベトナム国内外のレアアース原料や磁石の
リサイクル原料などを本設備で加工し、当社磁石合金生産工場へ供給する一貫体制の構築に
より高性能磁石合金事業の一層の強化を図る。

青色LED素子 月産生産能力３億４千万個への増強工事を完了

 液晶テレビのバックライトや一般照明向けに用途が拡大している青色LED素子について、
2010年7月に千葉事業所における月産生産能力を２億個から３億４千万個とする増強工事を
完了させ、本格的な量産運転に移行。今後もLED素子の高出力化や生産効率のさらなる向上に
向けた技術開発を進める。



昭和電工㈱2010年12月期 決算説明資料 36

セグメント別トピックス

電子・情報セグメント

エレクトロニクス分野向け洗浄剤 中国における生産・販売一貫体制を実現

半導体や液晶パネルの製造工程においてフォトレジストの洗浄や溶媒として使用される
高純度シクロヘキサノンの生産設備を、子会社「浙江衢州巨化昭和電子化学材料」
（中国浙江省）に設置し、2010年８月より量産開始。今回の高純度シクロヘキサノンの生
産・販売一貫体制の構築により、エレクトロニクス分野向け洗浄剤事業を強化し、本分野
で高い成長が続くアジア地区のお客様への安定供給を実現する。

エレクトロニクス分野向け特殊材料ガス製造会社を設立

太陽電池、半導体、液晶パネル等のエレクトロニクス製品の生産工程で用いられる特殊
材料ガスについて、アジア地域を中心に需要が着実に拡大していることから、エア・ウォ
ーターと「先端かつ新規性に富み、地球環境に与える負荷が小さく、グローバル規模で
事業展開が可能」な特殊材料ガスについて事業の一部の共同運営に合意し、合弁会社
「昭和電工エア・ウォーター」（当社51％出資）を2010年12月に設立。具体的には、ＣＩＧＳ
型太陽電池パネルの光吸収層の成膜に必要なセレン化水素の生産設備を徳山事業所
内に設置し、2011年６月より操業開始予定。ＣＩＧＳ型太陽電池は、大型太陽光発電用途
等で需要の拡大が見込まれる。



昭和電工㈱2010年12月期 決算説明資料 37

セグメント別トピックス

電子・情報セグメント
超微粒子酸化チタン「スーパータイタニア®」生産設備を増設

積層セラミックコンデンサーの原料である超微粒子酸化チタン「スーパータイタニア®」の
生産能力の増強を2011年6月に完了。具体的には子会社「昭和タイタニウム」において、生
産能力を月産180トンから240トンへ引き上げる。積層セラミックコンデンサーはＰＣや携帯
電話など小型化・軽量化が要求される情報機器や薄型テレビなどのデジタル家電に多く使
用され、今後も需要拡大が見込まれる。

無機セグメント
インドネシアでのアルミナ工場建設を決定

 エレクトロニクス製品のフィラーなどに用いられるケミカル用アルミナ事業につき、インドネ
シア・アンタム社との合弁会社「インドネシア・ケミカル・アルミナ社」（当社20％出資）におい
て、インドネシア・西カリマンタン州における新工場建設を決定した。投資額は約４億５千万
米ドルを見込み、両社による出資と新会社による借り入れにて実施する。新工場は2014年
より操業開始を予定。生産能力は年間30万トンの予定で、このうち20万トンは現在横浜事
業所における生産分の代替品とする。成長するアジアマーケットおけるアルミナ事業の拡
大を図る。
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アルミニウム他セグメント
自動車空調用熱交換器事業の譲渡に基本合意

日本、米国、欧州、中国、タイで生産しているコンデンサーやエバポレーター等アルミ
ニウム製の自動車空調用熱交換器事業について、今後のグローバル展開を図るには
熱交換部品だけでは競争力強化に向けた選択肢に限りがあり、自動車空調システムと
一体となった取り組みが不可欠であると判断し、本事業の当社主要ユーザーである
㈱ケーヒンへ本事業を譲渡することとした。今後、高付加価値アルミニウム製品の育成に
資源を集中することにより、アルミニウム事業の強化を図る。

セグメント別トピックス

冷却器事業開発部を新設

ハイブリッド自動車向け等に需要拡大が見込まれる冷却器事業の強化を図るため、
2010年４月、冷却器事業開発部を新設。省エネルギー製品として需要拡大が見込まれ
る自動車向けパワー半導体冷却器の開発から製造、販売までを一体的に運営すること
で、さらなる事業拡大を図る。


